
合併特例債を使って建設された高岩大橋

グリーンツーリズムとの連携が期待されます

(7) 平成24年8月1日 おおたわら市  議会だより

質
問
（
菊
池
久
光
議
員
）
八
溝
山
周

辺
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
研
究
会
は

六
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
の
中

に
は
産
業
、
観
光
分
野
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）
八
溝
山
周
辺
地
域

定
住
自
立
圏
構
想
研
究
会
を
平
成

二
十
四
年
五
月
十
日
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
六
月
か
ら

健
康
・
福
祉
部
会
、
道
路
・
建
設

部
会
、
生
活
・
公
共
交
通
部
会
、

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
と
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

産
業
・
観
光
部
会
、
教
育
部
会
及
び

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
の
六
つ
の

部
会
を
設
置
す
る
予
定
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
各
分
科
会
に
お
い
て
先

進
地
の
取
り
組
み
事
例
を
研
究
し
、

当
地
域
の
特
性
等
の
調
査
を
行
い
、

基
本
的
な
課
題
の
解
決
策
や
地
域
の

活
性
化
策
を
構
想
と
し
て
明
確
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
分
科
会
の
中

で
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
活
発
に
議
論

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

が
、
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏

構
想
は
、
大
田
原
市
と
自
立
圏
を
構

成
す
る
七
市
町
が
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
に
つ
い
て
優
先
度
の
高
い
も
の
か

ら
今
後
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
協
定
を
前

提
と
し
た
連
携
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

本
市
と
自
立
圏
を
構
成
す
る
七
市

町
が
ど
の
よ
う
な
分
野
で
協
定
で
き

る
か
、
構
成
市
町
の
多
く
が
産
業
の

衰
退
や
雇
用
の
減
少
を
課
題
と
し
て

挙
げ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
八
溝
山

周
辺
地
域
に
内
在
す
る
農
林
産
業
資

源
や
埋
も
れ
た
文
化
的
、
伝
統
的
財

産
を
掘
り
起
こ
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
（
小
野
寺
尚
武
議
員
）
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
合
併
特
例
債
の
発
行

期
限
が
延
長
さ
れ
た
が
、
合
併
特
例

債
を
適
用
し
た
新
市
建
設
計
画
の
見

直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

答
弁
（
市
長
）
合
併
特
例
債
の
発
行

期
間
に
つ
い
て
は
、
大
田
原
市
新
市

計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
合
併
年
度

及
び
こ
れ
に
続
く
十
年
間
、
平
成

二
十
七
年
ま
で
の
計
画
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

ま
し
て
被
害
を
受
け
た
合
併
市
町
村

財
政
運
営
に
つ
い
て

に
係
る
地
方
債
の
特
例
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
五
年
間
の
期
間
延
長
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
国
会
に
お
い
て
被
災

市
町
村
に
つ
い
て
は
、
更
に
五
年
間

の
延
長
を
す
る
法
案
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
合
わ
せ
て
十
年
間
の
発
行
期

間
延
長
を
図
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
法
律
案
が
成
立
い
た
し
ま
す

と
、
大
田
原
市
に
お
い
て
は
合
併
年

度
及
び
こ
れ
に
続
く
二
十
年
間
、
平

成
三
十
七
年
度
ま
で
合
併
特
例
債
の

発
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
発
行
期
間
の
延
長
を
い
た
し
ま

す
と
、
事
業
計
画
に
余
裕
が
で
き
、

財
政
運
営
上
も
予
算
規
模
の
平
準
化

が
図
れ
る
な
ど
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
の
で
、
発
行
期
間
の
延
長
に
必
要

な
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
の
合
併
特
例
債
充
当

事
業
の
見
直
し
や
事
業
執
行
年
次
計

画
等
を
検
討
い
た
し
ま
し
て
、
必
要

で
あ
れ
ば
平
成
二
十
六
年
度
を
目
途

に
新
市
建
設
計
画
変
更
に
つ
い
て
検

討
、
協
議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。


